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第2四半期連結累計期間

決算の概要
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◇上期概要
売上高 ： 15,021 百万円（前年同四半期比 ▲ 9.3％）
営業利益 ： 377 百万円（前年同四半期比 ▲62.9％）
経常利益 ： 312 百万円（前年同四半期比 ▲72,8％）
親会社株主に帰属する当期純利益：▲1,717 百万円（前年同四半期比 ー ）
※％表示は対前年同四半期比増減率。

◇下期重点施策

1. お客様満足度を高める研究、開発、技術、購買、生産、販売力の強化
2. 基盤となる社内グローバルインフラの強化
3. 世界で活躍する人財の育成
4. グループによる共創

◇17/3期連結業績予想

売上高 ：33,000 百万円（前期比 1.9％）
営業利益 ： 1,500 百万円（前期比 ▲ 3.9％）
経常利益 ： 1,450 百万円（前期比 ▲17.6％）
親会社株主に帰属する当期純利益： ▲783 百万円（前期比 ー ）
※％表示は対前期増減率。



平成28年10月11日開催の取締役会において、旧本社工場跡地の有効活用及び旧本社工場地下部解体等撤去更地化工事の実施について決議いた
しました。上記敷地において土壌汚染対策法に抵触する土壌・地下水汚染が判明したため、旧本社工場地下部解体工事とともに土壌汚染改良工事
を行うこととなりました。これらの工事費用の見積額について、環境対策引当金繰入額として当第2四半期連結累計期間において特別損失に15億3千
8百万円計上しております。

なお、有効活用を図ることを目的とした一般定期借地権設定契約に係る権利金・地代収入は、平成32年3月期以降の業績に寄与することになります。
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第2四半期連結累計期間

経営成績

◆ＰＯＩＮＴ◆

（単位：百万円）

17/3期
上期

16/3期
上期

前年同
四半期比

主な内訳

売上高 15,021 16,564 ▲ 9.3%
　　　　　　　　　     　エレクトロ　　　　　メカトロ　　　　 ケミトロ　　　 コンポーネント
                               3,534              　1,969         　5,263             　4,252
前年同四半期比     15.9％減　　　　　21.1％増　　　 4.1％減       　  19.0％減

営業利益 377 1,016 ▲ 62.9%

経常利益 312 1,149 ▲ 72.8%

親会社株主に帰属
する四半期純利益 ▲1,717 715 -

1株当たり
四半期純利益 ▲ 51.52 21.46

（単位：円）

　　　　　　　　　　   　エレクトロ　　　　　メカトロ　　　　 ケミトロ　　　　コンポーネント　　　　調整額　　　　合計
セグメント利益　 　　　▲125                195              827                 429             　  ▲949      　　377

※調整額は各セグメントに配分していない全社費用であります。

・前年同四半期に比べ、コンポーネント事業及びエレクトロニクス事業の売上が減少したこと伴い、営業利益は前年同四半
期に比べ639百万円減少しました。

・営業外収益に受取利息38百万円、受取配当金48百万円等を計上しましたが、為替差損164百万円を計上したことにより
経常利益312百万円となりました。

・特別利益に固定資産解体費用引当金戻入益54百万円、特別損失に環境対策引当金繰入額1,538百万円を計上したこと
により、親会社株主に帰属する四半期純利益は▲1,717百万円となりました。
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第2四半期連結累計期間

セグメント別連結売上高

(単位：百万円）
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第2四半期連結累計期間

海外顧客向け連結売上高

(単位：百万円）
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第2四半期連結累計期間
セグメント利益 （全社費用配分前）

(単位：百万円）



第2四半期連結累計期間

減価償却費

(単位：百万円）
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第2四半期連結累計期間

研究開発費、売上高研究開発費比率

(単位：百万円）
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第2四半期連結会計期間末
財政の状態

・純資産は利益剰余金、為替換算調整勘定が減少したことなどにより、前会計年度末より32億16百万円減少し、223億39百万円とな
りました。

・総資産も前会計年度末より21億51百万円減少し、406億12百万円となりました。

・自己資本比率は前会計年度末より4％減少し、49.7％となりました。

◆ＰＯＩＮＴ◆

（単位：百万円）

16/9/30 16/3/31 前期末比 主な項目

流動資産 24,283 25,935 ▲ 1,652 現金及び預金1,329減少、繰延税金資産270減少

固定資産 16,329 16,828 ▲ 499 建物及び構築物383減少、無形固定資産73減少

流動負債 11,134 12,556 ▲ 1,422 短期借入金1,200減少、支払手形及び買掛金683減少

固定負債 7,139 4,652 2,486 環境対策引当金1,538増加、長期借入金900増加

純資産 22,339 25,555 ▲ 3,216

総資産 40,612 42,764 ▲ 2,151

自己資本比率 49.7% 53.7% ▲ 4.0%
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第2四半期連結累計期間

キャッシュ・フローの状況

・現金及び現金同等物の残高は5,424百万円となり、前年同四半期末比548百万円減少しました。

・前連結会計年度末からは609百万円減少しました。

◆ＰＯＩＮＴ◆

（単位：百万円）

17/3期
上期

16/3期
上期

前年同
四半期比

主な項目

営業活動によるC/F ▲ 84 454 ▲ 538
資金の増加要因：環境対策引当金の増加1,538、減価償却費589
資金の減少要因：税金等調整前四半期純損失1,170、仕入債務の減少549、売上債権の増加額499

投資活動によるC/F ▲ 1 ▲ 1,149 1,148
資金の増加要因：定期預金の純増額444
資金の減少要因：有形固定資産の取得による支出361、無形固定資産の取得による支出56

財務活動によるC/F 38 63 ▲ 25
資金の増加要因：長期借入による収入2,000
資金の減少要因：短期借入金の純減額1,200、長期借入金の返済による支出431、
　　　　　　　　　　　 非支配株主への配当金の支払額198、配当金の支払額116

現金及び現金同等物の増減額(▲減少) ▲ 609 ▲ 556 ▲ 53

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,424 5,973 ▲ 548
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配当の状況

・平成28年11月11日開催の取締役会において、中間配当金3.50円を決議しました。

・期末配当金についは、予想を変更しておりません。これにより、年間配当金は7.00円を予定しております。

◆ＰＯＩＮＴ◆

（単位：円）

17/3期
(期末と年間は予想)

16/3期

第2四半期末 3.50 3.50

期末 3.50 3.50

年間 7.00 7.00



（単位：百万円）

売　上　高 17/3期 上期 16/3期 上期 上期増減

エレクトロニクス事業部門 3,534 4,201 ▲ 15.9%

メカトロニクス事業部門 1,969 1,627 21.1%

ケミトロニクス事業部門 5,263 5,487 ▲ 4.1%

コンポーネント事業部門 4,252 5,248 ▲ 19.0%

合計 15,021 16,564 ▲ 9.3%

・17/3期 上期の売上高のセグメント別内訳は、下表のとおりです。

・通期の連結業績予想につきましては、平成28年10月11日に発表した数値を修正しておりません。
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17/3期連結業績予想
（単位：百万円）

上期
通期（予想）

①
上期

通期
②

売上高 15,021 33,000 16,564 32,372 628

営業利益 377 1,500 1,016 1,560 ▲ 60

経常利益 312 1,450 1,149 1,759 ▲ 309

親会社株主に帰属す
る当期純利益 ▲1,717 ▲ 783 715 1,010 ▲ 1,793

16/3期
通期増減
➀－②

17/3期

◆ＰＯＩＮＴ◆

../../../112期 中間/5.経営統括部/完成版/121122  経統データ.xls#業績予想コメント!B7
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【ご参考】連結経営成績の推移
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